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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 X 0037：2025 
 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

情報技術－用語－バイオメトリクス 

Information technology-Vocabulary-Biometrics 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 3 版として発行された ISO/IEC 2382-37 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の主な目的は，バイオメトリクスを主題とする分野における概念の体系的な記述を提供し，こ

の主題とする分野における用語の使用を明確にすることである。バイオメトリクスを主題とする分野は，

副分野（サブフィールド）に分類される。 

この規格は，バイオメトリクス標準化担当者とこれらの規格の利用者とに向けられている。 

この規格が定義する用語は，バイオメトリクスを主題とする分野の文脈の中で理解するべきものである。 

この規格における全ての用語の付番は，その用語を作成した合同専門委員会 ISO/IEC/JTC 1 の分科委員

会を示す“37”で始まる。これは，ISO/IEC 2382 シリーズの他の全ての部と一致する。この規格内の各項

目の後続の数値見出し（37.xx）は，用語が，主に該当する概念マップ内の最上位カテゴリーの番号を表す。

これは，ISO 10241-1:2011 の 5.1.2 で記載する“体系的順序”と整合しており，その中で標題は概念体系を

反映している。3 番目の数値指示子（37.xx.yy）は，ISO 10241-1:2011 の 5.1.3 に記載する“混合順序”であ

る。幾つかの一般的な見出しの下に，この規格の用語をリスト表示する。 

配置は，ISO 10241-1 の指示に従う。したがって，登録の要素を，次の順序で表記する。 

－ 用語番号（必須） 

－ 優先用語（必須） 

－ 推奨しない用語 

－ 定義（必須） 

－ 例 

－ 注釈 

1 適用範囲 

この規格は，人を認識するバイオメトリクスの分野に関連する概念の体系的記述を確立する。また，こ

の規格は，バイオメトリクスに関する既存の国際規格で使用する変形語を，優先用語と照らし合わせて調

整することで，この分野における用語の使用を明確にする。 

この規格は，情報技術，パターン認識，生物学，数学などからの概念（用語で表現する）を網羅してい


